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銚子市長 越 川 信 一 様

平成 26年 3月 11日

医療法人財団銚子市立病院再生機構

理事長 白 演寵興

佐藤医師の進退問題について

拝啓 早 春の候、時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

さて、平成 26年 3月 5日 付け 「佐藤医師の進退問題に対する市の意向について」書面

にて 「無理のない範囲内でご勤務いただき、その職務に応 じた給与を支払う事がヽ適当」

と銚子市長としての見解を頂戴しました。

何度も申し上げている通り、佐藤医師は

であり 「

」との診断もあり、勤務中に本人の病状が悪化する

恐れがあり、それが患者の診療中である場合、医療事故の発生を引き起 こす危険性を懸念

しております。

当法人として就業規則及び労働安全衛生法にも抵触 し、

■口|との判断は変わつておりませんが、銚子市の意向を踏まえ、佐藤医師の勤務継続につ

いて銚子市長の責任においてなされるものと判断し承知いたします。

また佐藤医師担当の痛みの治療室は患者数も少ない事から看護師体制含めた外来縮小が

経営改善に緊がると考えておりますが、銚子市として勤務日数と日当についてご半叫断の上

でご教示いただけますようお願いいたします。
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